別記様式第3号（第2項関係）

業績目録
候補者氏名

　　　　　年　月　日現在

（以下業績目録記載要領に従って記載）

業績目録記載要領
1　分類

⑴　原著論文

⑵　学会抄録

⑶　著書、総説

⑷　その他の発表活動（口頭発表を含む。）

⑸　本学赴任後にあげた研究業績

イ　原著論文

ロ　学会抄録

ハ　著書、総説

ニ　その他の発表活動（口頭発表を含む。）

2　記載形式

分類別に指定された形式に統一すること。印刷中のものを含む。発表予定のものは除く。

年代順に配列する。同じ年代では第一著者のfamily nameのabc順、第一著者が同じときは、第二著書以下のfamily nameのabc順、同年、同著者では誌名（略号）のabc、巻、頁順に配列する。別刷各1部を添付する。印刷中のものは、原稿のコピーを提出する。学位論文は末尾に（博（修）士論文）と記す。
<記載例（以下名前・論文等は架空のものです）>
⑴　原著論文

Congdon. C., and Lorenz. E. : Leukemia in guinea pigs.

Am. J. Pathol. 30: 337, 1954.

松本昇、尾山秀樹、松村茂一：Procarbazineによる悪性リンパ腫の治療・臨血液13：820、1972.

誌名省略は、Index Medicusによる。List of Journals Indexed in Index Medicus参照、Index Medicusに引用されていない雑誌の省略は、Index Medicusの省略ルールに準じて行う。専門分野によっては、Chemical Abstracts, Biological Abstractsなどの抄録法のシステムに従ってもよい。しかし、いずれの場合も誌名省略は統一されていなければならない。邦文誌は日本医学図書館（編）：日本自然科学雑誌総覧、東京、学術出版会、1969.　による。

⑵　学会抄録

⑴に同じ

⑶　著書、総説

雑誌に発表したものの形式⑴に同じ。Ann.Rev.Med.のように（毎年）定期的に発行されるものは、雑誌に準じる。

単行本の場合

Cartwright, G. E. : Diagnostic Laboratory Hematology(Ed,4), New York, Grune & Stratton, 1964

内田亨：動物系統分類の基礎、東京、北隆館、1965.
　Handler, F. E. and Handler, E.S. : Experimental leukemias:

Model Systems for the study of hematopoiesis. In Gordon, A. S. (Ed.):

Regulation of Hamatopoiesis., Vol Ⅱ, New York, Appleton-Century-Crafts,

1970,p. 1273.

宮永一郎：放射性物質の安全取扱法. In日本放射性同位元素協会（編） ：新版ラジオアイソトープ講義と実習・東京、丸善、1971,p.　257.（出版社名よりCo., Inc., Bros., Ltd.,などは除く。）

その他例外的個所のルールについては下の文献参照。

Committee of Form and Style of the Council of Biology Editors(Ed.): Council of Biology Editors Style Manual(Ed. 3.). Washington, D. C., American Institute of Biological Sciences, 1972.

生物学雑誌編集者協議会、形式と文体に関する委員会（編） ：医学・生物学論文のまとめ方のコツ（久保田競、中村嘉男訳）、東京、共同医書出版、1969.

⑷　本学赴任後にあげた業績

この欄には、自治医科大学看護学部教員のうちから推薦された候補者について、本学赴任後における研究業績を前記記載要領に従って記載すること。

